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積
雪
寒
冷
地
冬
期
雇
用
促
進
給
付
金
制
度

い一一日劃一刷
季
節
労
働
者
一

人
当
り
最
高
四
万
五
千
円
を
支
給

冬
将
軍
の
訪
れ
と
と
も
に
出
椋
労
働
者
の
就
労
対
策
が
緊
急
的
問

題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
が
労
働
行
で
は
、
季
節
労
働
者
の
地
一応
枕

労
を
促
進
す
る
た
め
、
山
m
f
火
、
冷
地
弘
、
宇
応
用
促
進
給
付
金
制
度
を

新
設
し
、
明
年
一
月
一
日
か
り
季
節
労
働
者
を

M
mし
た
事
業
主
に

耐
川
奨
励
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
主
リ
ま
し
ア
』
@

地
一正
事
業
主
は
、
こ
の
制
度
を
刷
版
的
に
凶
川
さ
れ
、

一
人
で
む

多
く
の
季
節
労
働
目
を
凶
川
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
山
mF
恕
冷
地
冬
期

府
川
促
進
給
付
金
制
度
は

昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
三

年
間
の
惜
世
と
し
て
新
設

さ
れ
、
弘
、
期
扉
用
奨
励
金

と
冬
期
職
業
講
習
助
成
金
の
二
師
類
が

あ
り
ま
す
。

マ
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
事
業
主
は

一、
M
m保
険
的
適
用
事
業
所
的
白
川
業
巳

二、
山
相
叶
ま
た
は
本
冷
何
度
合
い
が
円
し

く
向
い
地
域

(北
海
辺
町
ほ
か
折
返

地
域
)
に
あ
る

F
業
所
的
事
業
、
卜

目、
雄
市
叫
業
な
ど
以
外
作
業
を
中
心
と
す

る
指
従
業
M

m

(

建
五
業
、
採
石
業
且

ぴ
妙
、
砂
利
、

E
f引
の
採
取
業
、
セ

メ
ン
ト
製
品
製
造
業
、
建
設
問
粘
土

製
品

(陶
磁
掠
製
の
も
の
を
除
く
)

の
製
造
業
、
林
業
、
一
般
製
材
業
、

特
定
貨
物
自
動
車
運
送
業
(
専
ら
往

原野の開発行為• L
仇・44
 
山

必ず許可が必要です

市
組
関
係
資
材
を
巡
送
す
る
も
の

)
を

行
、
つ
事
業
所
内

F
業
主

マ
給
付
金
を
受
け
ら
れ
る
の
は

4γ

節
労
働
者

(対
主
労
働
者
)
を
昭

和
五
十
三
年

一
月
一
日
か
ら
同
年
=
一
月

三
十
一
日
ま
で
に
、
十
日
以
上
就
労
さ

せ
ま
た
は
‘
職
業
講
習
等
を
受
講
さ

せ
、
そ
の
杭
労
日

(受
講
日

)
に
つ
い

て
、
所
定
的
行
金
を
支
払

っ
て
い
る
場

A
H
で
す
。

マ
対
象
労
働
者

指

μ
業
開
で
叩
ら
季
節
的
業
務
に
従

叫
す
る
者
で
、
冬
山
山
に
指
定
業
純
か
ら

雌
峨
し
、
原
則
保
険
町
制
刷
耶
川
特
例

一
時
金
円
支
給
を
交
け
、
ま
た
は
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
有
ま
た
は
.
短
期

応
用
特
例
被
保
険
者
と
し
て
引
続
き
稲

川
さ
れ
、
そ
の
期
間
が
六
ヶ
月
以
上
あ

る
も
の
で
す
。

マ
支
給
さ
れ
る
金
額
.. 

批
近
、
続
前
向

日川
度
成
氏
、
郎
市
化

的
進
川出.
辺
路
網
の
発
達
な
ど
に
よ
る

社
会
的
勢
町
変
化
に
伴
い
、
山
林
、
原

肘
が
宅
地
化
、
ま
た
は
股
桃
地
内
拡
大

の
た
め
に
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
を
野
肱
し
に
し
て
お
き
ま
す
と
、
土

砂
町
流
山、

崩
壊
‘
地
域
社
会
的
水
の

伯
か
っ
、
環
境
の
岐
壌
を
も
た
ら
し
、

地
域
住
民
生
活
に
い
ろ
い
ろ
を
影
響
を

及
ぽ
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
開
発
行
為
に
つ
い
て
は
、

法
印
に
よ
っ
て
組
制
さ
れ
、
前
可
を
受

け
な
け
れ
ば
で
き
な
い
、
』
と
に
主
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
に
迎
反
し
ま
す
と
山
川
を
受
け

ま
す
の
で

川
先
行
為
を
行
う
場
合
に

は
必
ら
ず
事
υ
川
に
協
議
し
.
泊
可
を
長

け
て
行
う
よ
う
住
芯
し
て
く
だ
さ
い
。

市
・
森
林
法
の
許
可
を
必
要
と

す
る
も
の

ω
地
域
森
林
計
同
町
対
象

と
な
っ
て
い
る
民
有
林

(
今
金
町
的
場
合
は
、
ほ

と
ん
ど
が
該
当
)
で
民
間

地
の
造
成
、
ま
た
は
、
土

砂
町
録
取
、
鉱
石
主
ど
で
‘

土
地
円
形
伐
を
変
犯
す
る

而
紛
が
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

越
え
る
叫
ん
H
O

ま
た
、
道

路
の
み
を
つ
〈
る
場
合
に

冬
期
雇
用
奨
励
金
は
、
季
節
労
働
者

一
人
あ
た
り
、
就
労
日
数
」
l

日

十

四

日
凶
胤
用
は

一
万
五
千
円
、
十
五
日

l

二
十
四
日
間
服
川
は
三
万
円
、

ニ
ト
五

H
間
以
l
は
川
万
五

T
阿
を
支
給
。

h

民
生
則
収
業
川
削
H

助
成
告
は
、
内
1
4

歳
以
!
の
季
節
切
働
布
に
ニ
卜
日
間
以

上
、
職
業
講
料
を
受
此
さ
せ
た
州
制
作
、

一
人
あ
た
り

一
万
二
下
門
を
支
給
。

マ
支
給
申
請
書
の
提
出
期
限

附
和
五
1
三
年
三
月
十
六
日
か
ら
四

月
三
1
日
ま
で
に
事
業
所
の
所
在
地
を

約
制
す
る
公
共
職
事

FH~附
に
舵
山
し

て
く
だ
さ
い
。
巾
品
川
川
紙
は
州
安
に

あ
り
ま
す
。

な
お
、
季
節
労
働
再
を
年
間
通
じ
て

一一川
問
さ
れ
た
事
業
主
に
支
給
さ
れ
る
辿

年
雇
用
奨
励
金
の
支
給
中
的
を
さ
れ
る

場
合
に
は
、
こ
の
給
付
金
の
支
給
申
消

と
同
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

冬
期
職
業
品
川
町
助
成
金
の
対
主
と
主
る

職
業
品
刊
を
実
施
す
る
州
場
A
H
は
事
，川
に

公
共
職
業
安
一
止
所
に
附
け
山
て
く
だ
さ

、
。
-
V
 

道
外
季
節
労
働
者
の

現
地
職
業
紹
介
相
談

雨
館
職
業
安
定
所
で
は
、
宇
部
日
垣
間

者
の
冬
期
就
労
対
策
的

一
関
と
し
て
ん
叶

高
齢
者
の
雇
用
促
進
対
策
に

高
齢
者
雇
用
安
定
給
付
金
制
度
が
発
足

人
目
的
一川
齢
化
時
代
を
迎
え
て
、
山
刷

版
附
雌
な
日
齢
円
の
府
川
町
促
進
を
同

ろ
お
も
っ
と
、
労
働
行
で
は
、
川
年
卜
け

か
ら

「
刊
附
布
府
川
奨
励
令
制
皮
」
を

発
足
さ
せ
、
公
共
刷
業
安
r
生
附
円
印
刷
介

に
よ
っ
て
日
附
者
(
f
A
卜
五
必
以
上
l

六
十
五
以
未
尚
)
を
市
間
労
働
者
と
し

て
璃
い
人
れ
た
場
合
、
月
制

一
万

一
千

円
を

一
年
間
に
わ
た
っ
て
助
成
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
新
た
に

J
川齢

者
雇
用
安
定
給
付
金
制
度
」
を
発
足
し

は
、
道
路
町
阿
叫
が
-ニ
川引を
越
え
、

か
つ
、
道
路
を
つ
く
る
た
め
に
十
地

内
形
質
を
変
挺
す
る
而
仰
が

一
ヘ
ク

タ
ル
を
越
え
る
場
合
は
、
閃
光
行

為
的

A
可
が
必
裂
で
す
。

伺
地
戚
森
林
汁川州
的
対
組
と
な
っ
て

い
る
民
宿
林
の
一止
本
を
伐
採
す
る
場

合
は
、
山
町
に
関
係
主
く
届
け
出
が

必
要
で
す
c

-
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
閲
す
る
法

て
、
よ
り

一府

M
齢
目
的
市
川
を
促
進

す
る
こ
と
に
主
り
ま
し
た
。

日
川
齢
打
川
川
安
定
給
付
令
制
度
の
お

も
な
内
科
は
次
の
と
お
り
で
す
。

守
主
給
対
主
一則

川

附

和
…h
1
-一年
ト

一
日
ニ
ト
日
か
ら
川
町
和
五
卜
三
年
h

川
二
卜
円
ま
で
の
六
ヶ
月
間

守
支
給
対
象
市
け
業
王
服
用
保
険
の
適

用
白
川
業
の
ド
業
主
で
、
公
共
職
業
安

定
所
の
紹
介
に
よ
り
胤
い
人
れ
た
者
、

マ
支
給
の
要
件
と
給
付
金
円
相

e 
律
に
よ
り
許
可
を
受
け
る
も
の

山w
良
川
地
域
内

(
A
I
A
I
町
で
は
山
林

を
合
的
て
a
4
め
て
い
る

)
で
、
。
乞
地

の
泣
成
、
間
相
、
砂
利
、

i
行
的
保

取
な
ど
土
地
内
物
川
的
形
状
ゃ
JA

更
す
る
州
場
合
は
、
州
日
間
に
聞
係
な
く

A
可
が
必
要
で
す
。

主
お
、
洋
し
く
は
役
場
令
阿
謀、

民
政
調
に
お
問
い
合
せ
土
地
的
辿
正

な
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

八
百
二
十
六
万
九
千
円
、
今
金
川怖昨
日
所

住
設
敷
地
造
成
工
作
代
に
五
斤
十
川
万

川
、
北
部
桧
山
術
パ
!
セ
ン
タ
ー
机
A
H
れ

判
全
に
問
h
二
万
州
千
川

し印有
川
体

記
付
金
に
い
れ
'M
川
と
主
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
此
人
は
、
川
州
立
山
全

臨
時
町
議
会
は
↓
川
+
七
日
と
l
一

二

億
九
千
れ
五
↓
一一
月

一
千
円、

問
的

月
十
一

H
の
ニ
問
聞
か
れ
、
本
年
八
川

三
下
七
行
九
十
万
円
、
地
A

IU
K
付
加問
こ

の
集
中
京
雨
に
よ
る
災
将
↓叫
川
伐
の
納
千
百
六
十
七
万
五
千
円、

分
刊
全
A
ぴ

正
予
引
を
升
品
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
れ
判
金
百
四
十
二
万
九

T
円
が
は
込
ま

お
リ
可
決
し
ま
し
f句
。

れ

ま

し

た

。

こ
町
議
会
で
決
ま
っ

た
お
も
な
こ
と
〈
〉
今
金
町
道
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金

は
次
的
と
お
り
で
す
。

等
徴
収
条
例
の
制
定

〈〉

一
般
会
計
補
正
予
算

先
の
定
例
会
で
制
定
さ
れ
た
同
日
土

川地入山崎
山
そ
れ
ぞ
れ
三
億
丘
千
二

μ

地
改
H

民
事
業
れ
刊
金
等
徴
収
条
例
と
間

五
十
二
万
五
千
問
が
迫
加
さ
れ
、
千円
H

憾
に
、
滋
J
H
F業
に
参
加
す
る
交
住
山

総
制
は
二
十
五
位
七
行
十
万
七
千
円
に
係
布
か
ら
町
が
分
判
全
品
び
特
別
徴
収

主
り
ま
し
た
。

令
を
徴
収
す
る
場
A
H
円
分
相
全
制
や
徴

追
加
の
お
も
な
も
の
は
、
八
束
郡
=
一
/
J収
万
法
を
白
ぺ
止
め
た
も
の
で
す
a

水
路
工
並
び
に

l
八
点
以
計
工
主
ど
の

O
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

民
林
地
説
災
山
川
町
川
川
代
に
二
信
七
下
問

選
任

h
九
万
二
千
円

サ
ッ
ク
ル
別
川
ほ
か
任
期
尚

7
に
伴
い
伊
雌
文
汁
さ
ん

(

の
公
共
土
木
地
ぷ
災
事
復
旧
費
に
六
千
全
日
胤
)
が
内
げ
さ
れ
ま
し
た
。

J

八
月
災
害
復
旧
費
に

三
億
五
千
万
円
追
加

臨
時
町
議
会

年
実
地
し
て
い
る

「苧
前
労
働
布
の
現

地
収
業
印
刷
介
相
談
」
を
聞
き
ま
す
。

こ
円
相
談
は
、
道
外
求
人
者
並
び
に

沈
労
先
的
職
草
d
kaK
品
川
職
員
が
現
地
図

館
市
に
お
い
て
直
接
就
労
希
世
昔
と
而

擁
し
て
就
職
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

マ
日
時
昭
初
瓦
十
三
年
一
一
円
ト
日

ω

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
三

卜
分
ま
で
.
}向
郎
市
新
川
町

m
l
日

大
分
軒
ホ
テ
ル
で
す
。

マ
ボ
人
服
柿

大
仁
、

l
じ
、
側
役
、
と
ぴ
、
刷
作

大
工
帆
泊
工
‘
鉄
筋
工
、
活
白l

守
口
金
は
下
取
り
川
収
l
一-一
刀
川
か
句

ー
ヒ
万
円
、
純
労
則
川
は

M
l
三
年

一
川
初
旬
か
ら
阿
川
本
日
頃
ま
で

マ
主
な
枇
労
地
戚

東
京
都
、
神
奈
川
川
町
、
愛
知
川
町

( 2 1 

企
業
が
指
定
期
間
中
に
高
齢
者
(
五

十
五
歳
以
上
|
六
十
五
歳
未
尚
)
を
新

た
に
履
い
人
れ
、
そ
れ
以
前
よ
り
も
高

齢
者
出
川
市
中
を
向
め
た
場
合
、
川
用
主

に
対
し
て
三
カ
け
問
、
大
企
業
で
は
そ

の
労
働
古
町
民
金
町
二
分
の一

、
中
小

企
業
で
は
三
分
の
こ
の
似
を
支
給
す
る
.

た
だ
し
、
助
成
制
的
平
川
限
度
制
は

火
業
給
付
的
批
川
川
限
度

(月
制
約
卜
三

万
六
下
町
)
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
.

7
支
給
巾
泊
代
u
同
総
山
給
付
金
的
支

給
付
辛
口
川
齢
者
向
代
金
支
払
い
日
か

ら
一
カ
川
以
内
に
事
業
所
の
所
在
地
を

竹
制
す
る
公
共
職
業
安
定
反
に
徒
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。-団体旅行などのおH

・お非式の作興やIj"l七
・お設作やおrlr Jじ

-お祭り、集会などの寄付・IJH/，Ij tllいの化輪
・長lt納入'f:Id:どのおtll品

きっぱり NO!と言いましよう
きれいな選挙

政d(:かや{民Mi1守などが、選挙区内の人に
次のよう&従Hをする乙とは法律で栄11さ
れてい孟す 孟た、 紅たち有椛者も、この

ような得1，1<;を-Gだると法律違反になりよす

. 日町1から心がけよう、

( 3 1 



亦パ
I
経
J

叫
に
悩
む
凶
欽
が
代
物
近
代
化
計
州
に
け
市
っ
く
A
H
m
化
で

川
削
捌
純
金
駅
で
の
代
物
取
り
被
い
を
山
崎
け
し
よ
う
と
、
町
に
協
力

を
ド
め
て
き
ま
し
た
こ
れ
に
対
し
、
町
線
会
を
ほ
し
め
町
内
の

品
目
間
間
体
の
代
表
と
協
成
し
た
払
来
、
絶
対
反
対
の
態
度
を
決
的
、

反
対
則
成
会
を
結
成
し
町
民
あ
げ
て
の
反
川
判
れ
巡
品
川
を
民
間
、

坑
品
、
八
川
制
川
町
の
反
付
迎
へ
H

期
成
会
を
州
に
強
ね
な
撤

M
z州
制

を
進
め
て
い
ま
す
今
月
は
、
こ
の
間
起
に
日
山
を
あ
て
て
み
ま

し
た

レ亦
ア
解
消
の
合
川叶
一化
案

町連合期成会で反対

全成人1万8千人の署名で撤回へ

八
片
山
T
h
り
に
党
ド
配
さ
れ
た
同
鉄
代
物

近
代
化
バ
州
に
よ
る
代
物
取
ぬ
駅
集
約

計
画
と
は
、

fh
十
三
一
年
度
ま
で
の
二
年

間
に
、
道
内
の
代
物
取
扱
駅
円
ほ
ほ
一二

分
の
一
に
当
た
る
行
十

一
駅
で
代
物
取

り
扱
い
を
廃
止
す
る
と
い
う
も
の
。

ド
リ
前
向
竹
内
で
は
、
昭
和
五
イ
一二
年

三
月

一
日
ま
で
に
函
航
本
線
の
治
郎
駅
、

制
棚
線
で
は
、
こ
れ
ま
で
代
市
被
い
を

し
て
い
な
い
茶
出
川
北
住
宅
け
、
州
日

に
加
え
て
夫
利
何
花
布
、
同
川
町
三

駅
の
扱
い
を
同
格
駅
に
統
合
。
A
F
金
駅

と
円
羽
、
北
恰
山
駅
、
瀬
棚
駅
の
凹
駅

間
扱
い
を
八
2
駅
に
枕
ん
い
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。

そ
の
即
出
と
し
て
川
鉄
で
は
@
新

し
い
総
九
日
記
辿
体
系
的
昨
今
止
を
肉
る
@

州
側
線
の
貨
物
取
版
円
以
が
激
減
し
亦
'
j

が
附
大
し
て
い
る
@
代
物
取
倣
駅
を
集

約
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
輸
送
時
間
が
大

a

・

翻騒騒欝醸轍鰭

』

F

反
対
を
訴
え
る
参
加
者
で
い
っ
ぱ
い
の
大
集
会

川
に
知
納
し
術
主
に
と
っ
て
も
商
取

引
上
、
の
利
に
な
る
な
ど
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

反
対
期
成
会
を
結
成

瀬
棚
線
全
駅
代
物
取
同
情
山
崎
d
A州
に

付
し
て
、
八
月
二
4
六
日
、
今
金
町
議

会
で
は
@
民
主
を
ぷ
件
沌
車
と
す
る
当

地
ん
は
年
ら
一
川
鉄
依
存
の
輸
川
母
体
系
で

あ
り
、
周
辺
道
路
格
仙
状
汎
い
か
充
分
で

な
い
山
叫
ん
引
山
市
陀
物
の
コ
ス

I
了川を

川
刊
さ
公
民
資
材
、
生
活
必
市
物
伐
の
流

辿
に
円
し
い
制
約
を
乏
け
る
@
地
域
作

民
に
一小
川
院
を
与
え
粁
済
的

μ帆
れ
が
大
き

く
、
過
疎
化
的
准
行
に
川
山
唱
を
か
け
る

@
以
盤
的
弱
い
地
域
問
先
を

miけす
る
。

主
と
を
理
山
に
絶
対
反
対
す
る
行
的
決

議
を
し
、
関
係
当
日
に
出
注
し
ま
し
「
』
O

ま
た
、
九
月
七
日
に
は
北
部
四
町
の

町
長
、
議
長
が
一
体
と
な
っ
て
計
州
の

山崎
d
要
品
を
す
る
こ
と
に
し
‘
十
月

一

口
、
北
部
問
問
の
代
表
が
背
刷
局
に
計

画
楽
町
撤
回
裂
前
を
わ
い
、

-
H
尚
局
か

り
「
凶
係
町
と

F
'川
協
議
し
了
解
を
何

た
う
え
で
計
州
を
実
地
す
る
L

旨の一一

ι

明
を
伴
ま
し
fも
し
か
し
、
川
る
い
け比

辿
し
を
仰
る
回
答
が
主
い
た
め
、
十

一

月
二
目
、
凶
町
代
表
が
協
議
し
①
品
川

て
そ
れ
ぞ
れ
反
対
期
成
会
を
紡
成
し
、

川
氏
の
山
抜
参
加
に
よ
る
強
力
な
反
対

辿
扇
を
M
世
間
す
る
②
問
町
の
反
対
則
成

会
で
辿
A
H
則
成
会
を
十
一
月
イ
五
日
、

北
絵
山
町
で
紡
成
し
大
拠
会
を
聞
く
③

辿
A
H
則
成
会
内
会
長
は
北
桧
山
町
長
、

刷
会
民
は
三
川
口
医
と
す
る
な
ど
を
決

的
、
今
後
円
運
動
ぃ
刀
剣
を
決
め
ま
し
た
。

農
産
物
の
出
荷
に
大
打
撃

曲
辰
{
家

戸
当
り
十
万
円
の
負
担
増

代
物
駅
集
約
が
尖
一
地
さ
れ
る
と
、
相州

側
線
七
駅
で
は
代
物
の

mA山山し
、
長

け
取
り
が
一
斉
で
き
な
く
な
り
、
本
町

で
は
こ
れ
ま
で
の
千
近
な
駅
か
句
四
卜

、
"
馴
れ
た
同
縫
駅
か
八
雲
駅
を
利
用
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
a

そ
つ
な
る
と

輸
正
而
で
官
級
口
は
ど
つ
な
る
か
、
間

企
州
諜
で
ぷ
竹
川
し
た
と
こ
ろ
、
町
民
協

で
扱
う
H
4
鈴
判
を
東
京
へ
出
荷
す
る
場

介
、
長
距
離
の
た
め
地
正
か
ら
で
も
八

2
駅
か
ら
で
も
愉
出
料
金
は
ほ
と
ん
ど

明
し
た
あ
と
ス
ロ
ガ
ン
や
決
議
山

刷
丈
を
満
州場
一
致
で
掠
択
、
四
町
内
住

民
代
表
的
決
口
表
明
が
行
わ
れ
、
以
後

に
全
以
で
反
対
へ
の
同
紡
を
刊
い
人
い
い

気
判
官
を
あ
げ
ま
し
た
。

集
会
で
決
議
さ
れ
決
議
文
は
右
内
と

お
り
で
す
が
、
四
町
迎
合
期
成
会
は
こ

の
決
波
文
を
十

一
月
十
七
日
、
刊
函
日

に
渡
し
、
十
九
日
に
は
川
鉄
滋
総
局
に

も
拠
出
し
ま
し
れ
J

も
ま
た
、
四
町
の
全

成
人
一
万
八
千
人
を
目
線
に
民
的
た
署

名
簿
を
十
二
月
ザ
々
、
に
も
開
会
、
叩
品
輸

中円
、
国
鉄
当
局
へ
抜
出
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

こ
円
計
画
が
撤
回
さ
れ
る
ま
で
、
今

後
も
町
民
~
」
ぞ
っ
て
反
刈
辺
助
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

瀬棚線貨物駅廃止反対連合期成会の要望決議

[>[欽当川が、 [q欽財政仰はのー1'1として打ち山し

た揃捌料 1，物取扱駅 mk:'-J ，n l l~j は 、 i!!!J峠且見事とがなお lK

棋と Lて進行L、地域社会存立のJι般がおびやヵ、さ
れている北部松山地域に あらたな 1:JI:.ll:iを処起する

にいたり 政治不いへの1t:l(.n日正の明山.¥は、まこと

に長1，&:-9べき ，¥;.t&といわなければならない。

化庁 i桧山地地は 、 広太主 j白fW と桁行方n~T という地

則的、 ['[然的条1'[の Lとにあ って、地域lU"の U'，;;i;

'U吊と純情活助は、その輸出体果的法制!をなす [E[$~

1制棚叫に太 きく依内している実情である 。

しカるに、[ll[鉄当局は 制捌組全 7 肌町 1，物叫~ìib

の全1M切りすてを拠不Lたことにより、民業、林Yょ、

出生なと人長引をとする地l~N与1!に号える n 哨はきわめ

てkきく 蝉先(0な l jj~，:;布を1I'f'-_昼、tこいたリ、ノトや政tfl

rl(J 付金(1'-]にんきな課題に )VJ主した。

これがf~午決は まさしく政治的:tUf:であり -i;IJ 白

血滞 '1:;/t';きれない。

Lたが って、 l品、 l会l欽当日は 、そ町江fEにおいて

Ilil:f:Jd)r f:Jつ公共 (I(Jí~命にかんがみ、[E[鉄胤棚線的1，
物取抽出:U~約 ，n'll l lj を宇みやかに撤回し、従オ、どおり

の主"行陥似 をはかるべきてFある 。 また、 iι当}"']にお
いては 、以Jの趣行を ，1&.設され 北 jI，j;立完成，ji画的

H仰とする rJ且l止が、 どこにuんでいても '久支iごし
た'1::.i"liができる 、刊かな地域社会をつくリあげるこ

とをねらいとする』道I(/)'，';州のJ"本国念に法づき 、

すみやかに撒!日lするよう、 l王[， [ 1i[1~ 当};，jに安川され

ることを強〈要望すゐ。 以 じた I~する 。
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同
制
だ
が
、
八
雲
駅
ま
で
の

l
ラ
ソ
ク

愉
古
料
(
十
h
J
に
つ
き
三
万一
ニ
T
五

円
同
u
u
九
辿
法
相
料
全
訓
)
が
別
に
附

加
す
る
こ
と
に
な
り
、
川
年
版
a
M
さ
れ

た
一
万
三
円
三
十
九
J
を
輸
活
す
る
と

一
ノ
当
リ
二
千
三一
h
六
十
七
円
の
明
で

三
h
九
サ
戸
町
民
家
は
一
戸
当
り
六
万

二
千
七
斤
五
十
円
の
れ
判
同
町、

到
治
す

る
肥
料
飼
料
で
も
七
円
四
十
戸
の
民

家
一
戸
当
り
四
万
九
百
十
六
同
町
負
判

的
、
合
計
で
約
十
庁
阿
の
輸
送
料
ア
ン

e 

(U.函日j資料)51年度 1日平均青函局管内全駅の嘗業実績調

プ
に
つ
な
が
り
民
家
内
打
惟
は
大
き
い

と
し
て

い
ま
す
。

[ 4 ) 

四
町
で
反
対
期
成
会
を

結
成
、
大
集
会
を
聞
く

こ
う
し
た
地
版
住
民
に
負
刊
を
か
中

せ
る
合
型
化
本
に
対
し
て
、
本
町
て
は

4
一
月
五
H
、
町
、
議
会
、
民
協
、
商

工
会
、
町
内
部
落
会
的
代
表
者
を
柿
成

メ
ン
バ
ー
と
し
て
反
対
矧
成
会
を
結
成、

た
だ
ち
に
全
町
内
の
成
人
全
部
の
反
対

判
名
巡
動
を
民
間
す
る
と
と
も
に
町
内

全
域
に
廃
d
反
対
の
立
石
板
懸
培
訴

を
柑
ぜ
て
反
対
辿
耐
を
雌
り
上
げ
、
十

一
月
十
品
目
的
反
対
連
合
期
成
会
の
大

集
会
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

北
桧
山
町
六
少
年
セ
ン
タ
で
聞
か

れ
た
瀬
棚
総
代
物
崎
d
反
対
述
人
u
則
成

会
同
大
出
会
に
は
、
本
町
か
ら
貸
し
切

り
パ
ス
二
台
で
れ
五
4
人
が
参
加
、
地

正
北
桧
山
町
、
制
倒
的
、
大
成
問
的
期

成
会
と
合
同
し
て
大
会
を
品
川
り
上
げ
ま

し
た
い
」
出
会
は
四
町
正
刷
議
長
が
議
長

閉
山
と
主
り
、
ま
ず
、

川
一
個
沢
会
長
が
「

三
十
五
年
以
米
間
鉄
は
何
度
も
合
型

化
を
迫
っ
て
き
た
が
、
仲
間
民
の
反
対
で

撤
回
き
れ
て
き
ア
も

輸
出
刊
行
を
生
産
者

に

n
mさ
せ
る
代
物
駅
廃
止
は
絶
対
に

認
め
ら
れ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
れ
の
虫

大
性
を
認
調
し
地
域
住
民
総
ぐ
る
み
で

反
対
運
動
を
反
問
し
て
い
こ
う
」
と
あ

い
さ
つ
。
続
い
て
同
会
談
只
や
住
民
的

起
を
一寸
る
辺
市
ム
戸
議
の
代
表
が
激
励
表

[ 5 ) 



村
町
村
議
に
当
選
以

来
、
六
期
に
わ
た
っ

て
住
民
耐
祉
の
向
上

に
努
力
。
こ
の
間
、

建
設
市
任
委
貝
長
や

議
会
運
営
委
日
長
を

隠
任
し
て
町
民
の
時

二
十
凶
年
敬
と
信
頼
を
集
的
、
凹
十
年
に
全
凶
設

問
に
わ
た
り
長
会
か
り
自
治
功
労
表
杉
を
受
け
て
い

議

μ活
動

を

ま

す

。
ま
た
、
昭
和
二
十
七
年
に
町
休

続
け
て
き
た
古
川
協
会
長
と

4
り
、
地
域
内
発
肢
は
ま

丸
山
九
内
さ
ず
他
康
づ
く
り
か
ら
と
井
地
区
内
学

ん

(丸
一好
校
体
育
館
内
問
肢
を
実
現
す
る
と
と
も

η
歳
・
写
真
)

に
、
町
ぐ
る
み
の
ス
ポ

ソ
振
興
に
尽

に

秋

の

叙

勲

力

、
そ
の
功
績
は
市
く
汗
価
さ
れ
て
い

で
勲
六

号

早

ま

す

。

光
旭
日
草
が
附
句
れ
ま
し
た
。

現
在
は
青
少
年
補
導
只
と
し
て
少

丸
山
さ
ん
は
、
昭
和
」
l

七
年
に
利
別
年
内
健
全
育
成
に
も
努
的
て
い
ま
す
。

自治功労の丸山さんに

減給紛妥桜

ど

亀
さ
ん
ら
三
人
に

道
社
会
貢
献
賞

昭
和
五
十
二
年
以
内
北
海
辺
社
会
誌

献
泊
に
本
町
か
ら
次
の
一二
人
が
選
ば
れ
、

十

一
月
八
日
、
道
知
事
か
」
ワ
表
彰
さ
れ

ま
し
h
J
3

〔納
脱
功
労
者
〕

マ
生
市
出
馬
さ
ん
(
明
町

・
回
以

)
l昭

和
二
寸
六
年
今
金
町
役
場
に
奉
職
以

来
、
二
十
年
間
続
務
行
政
に
従
事
し

納
悦
思
恕
の
普
及
拡
大
に
凡
、力
、
納
鋭

貯
蓄
組
合
の
他
全
な
育
成
に
よ
り
向
主

納
税
休
制
の
略
立
に
大
き
く
買
献
、
判明

在
、
税
務
課
長
と
し
て
枕
務
事
務
の
円

滑
な
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

〔統
計
功
労
者
〕

マ
伊
藤
川
次
郎
さ
ん
(
美
利
河

・
制
歳
)

昭
和
十
年
同
第
四
回
国
勢
訓
査
に
従

事
し
て
以
来
股
業
を
営
む
か
た
わ

ら
三
十

一
年
間
も
統
計
淵
査
只
と
し

て
統
計
思
惣
の
持
且
向
上
に
尽
力
し

て
主
ま
し
た
。

マ北
川
本
刊
さ
ん

(神
託

・
日
成

)
1
昭

和
二
十

一
年
度
の
道
民
業
資
抑
調
査

に
従
事
し
て
以
来
、
三
十

一
年
間、

民
業
竜
品
も
か
た
わ
句
統
計
調
査
只

と
し
て
毎
年
久
か
さ
ず
に
従
事
し
て

き
ま
し
た
。• 

-圃圃圃圃

合成洗剤の表示方法ガ変わる

家匝用品川，'l'i表示法的改正によ

りiOHl日か句合凶洗剤円成分以

び合イJヰ'の表不カ詫描つけレフれた

ほか、界1M前倒刑や純石けん分的

f山ニよリ ，rl，t，カ、以〈的 3fHliにう〉
けりれてJ;:-'lされます。

<1洗た<1日介!針先刑ー 界1M間性削

が15%以 l含ま札、純イ1けん

が 3%未闘のもの。

<li光たく川組合合成洗剤ー 界的iilj

性斉'1ヵ、15%以上含まれ純Uけ

ん分が3%以 lのもの。
<l {}IR洗剤J #~枕た〈斉1]=持 1M的伺

削が15%よ耐のむの

また 成分は式的 4山について

切1'1、されますa

① 界的i吊刊刑(何%)とJ<-'l、する
また合イJ;'IIが 3%以!のむのは

界IMi丙刊剤の系別 L-1~ 7J~ -t る 。

11抑lー附仙附#:， ;:':j紬アルコー
ル糸)

② リノ陪出 (凡白としてfllf%)と

1<.7J、する。

③ 作1M日刊刑とリン踏出以外的洗

印判illJJ削は 10%以卜含まれて
いるものの成分れを最小する B

11列 }九時~;;，;:. けし、円支出など)

@僚止刑、出口削、昨，fiを配介し
であるものは従米泊り -}::Jれする。

J:JIのようにtiJIれ及び此分カ炎

引されるほか、法制 川造 il昧

~，t. t:~i~d山口町、注立などはや止ポ

;wlJ J<.'J、されま fので、山IlJ1::1 (1(1 
に合 ったものを選びま Lょっ 。

( 6 ) 

消費生活だより

ロ
感
謝
し
ま
す
ロ

圃
社
協
愛
情
銀
行
へ
預
託
払
い
出
し

マ
絵
山
化
向
か
句
南
瓜
お
J
を
立
刃
同

ヘ
マ
稲
均
式
雌
さ
ん

(昭
和
町
)
か
ら

中
古
バ
イ
ク

一
台
、
杉
内
秀
次
さ
ん
(明

町
)
か
ら
や
つ
め
三
十
匹
を
立
ん
凶
ヘ

マ
木
俣
敏
さ
ん
(
日
進
)
か
ら
一
万
円

を
笠
寿
凶
ヘ
マ
今
金
ダ
ン
ス
愛
肝
会

(

代
表
小
川
町
任
也
さ
ん
)
か
句
各
一
万
二

千
円
を
政
有
国
と
光
の
里
へ

、
二
万
-
一

千
百
三
十
六
円
を
有
珠
義
岡
山
金
ヘ
マ
大

合
啓
太
郎
さ
ん
(
昭
和
町
)
か
ら
六
千

円
を
光
町
単
‘
四
千
円
を
小
百
合
川河育

図
ヘ
マ
北
部
桧
山
首
産
振
興
会

(代
表

終
回
其
さ
ん
)
か
り
一
万
円
を
盟
存
幽

ヘ
マ
水
野
敬
治
郎
さ
ん

(大
和
町

)
か

ら
病
公
令
hu祝
を
や
め
て
一二
万
円
を
町

祉
協
ヘ
マ
今
金
ク
ソ
キ
ン
ク
サ
タ
ル

(代
表
能
代
令
子
さ
ん
)
か
ら
三
千
円

を
州
比
寿
凶
ヘ
マ
吉
田
古
郎
さ
ん
(
八
束
)

か
ら
三
千
円
を
社
協
へ

l
そ
れ
ぞ
れ
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

い じよう ~; :t! ろう」などといっ幸子、、主、

持てー火を抽フのは危険です。 1，;に火内

Yむをの枯し 火災の予防に万全を則し

ましょ 7.

火災は、抑制的状態であれば誰でも

れ'jすことができます。出火器や水、ハ

ケソなど出火問具の日l検とfVl怖を忠ら
なし、よヲ Lましょう 。
・所帯税第 2期分の納期は11月末

11 !lは所仰脱却 2H:lJ分の納税同月 で

す。納悦削については 般的人は 6
Hに部 1191分的j函知lとし、っしょに、ま
た 特別院業所叫目的場合は叩n15日
までに手足掛初か句 J曲Xilさ1ιていますカ
句 その金相を 11}j:10日までに制的て

くださ」、。 なお 所科悦的納脱はfi'i金

口座カ均的出f}制度を判}刊されると千
数がかかりず便利です。

〈八一L組時将〉
.各地町天気もわかります

先日号で松山地万円天気子報が177

f舎で聞くことができますとお知句せL
まLたが 全いl谷地の天気予報は <111 
外局番 ]-177>をダイヤノレしますとそ

の地んの天気予報を聞くことができま

す。 冬期1:I]lliでお出かけのl祭はチョ y
ト{確かめておくと削判です。 また、正

Lぃ時i'<llを知!りたいときは117得です。
.選開会の年賀状を廃止申合せ

北海道議会は、出札!発止の岨骨かり

谷会派 政して勾白状 "l~ ，!'i'，正開校び
昨峡円佐山状'E'11EJIすることに ql合せ
まLたので こ同岨行をご.f2ll僻くださ

."月白当番医

4日北松山町 ド[jH:ι宮④5011

llB 今合間 川叫柑此E②0221

18 rr i'~[(棚ド IJ 桝附医院百 四22

2511 ..Jt恰 111凶fll<l叫州院宮④ 5321

この世史は本年 12月間支払分カりと

されていますか句 、 9月、 10月および

11月の 3カ'11分は12月12日かり支払わ

札ます。ただし 受給者目的求があれ

ば:'11円11日ヵ、ら畳けlfl兄ることカfて'きま
す。

なお、児I主扶北千当及び特日1I児童扶
益予当的支払いも川様です。

園中小企業年末金融由季~I習を

本年も年末金融を各金融機関ならび

にj町立則保訓協会的t!，Jj:1;を叫て実地し

ていま令。

I]J L 込み先は町内町金融機閣で12月
24日までです。

q融資金制 l企止 lTfJ問以内、
組合 1千 550}j川以内

d融資則11¥1 年以内
<1融資利宇 品金融機l則的利率

<lJ..l用料品E すべてfaJ-1j叩証協会的保
;fiE f.lきとし、保証料率は無利問、情
似証人保証は、年0.72%、 世保証

は4三1倒%です。
，11' Lいことは取掛金融機関または商
工会にお山l'、合せください。
.町民センタ の図書を賢 し出し

町民センタ i室li!HIでは .FJ!{J:: 2 T 
8 ti IlItの作州国内をとりそろえ 7 PI 
からIiJf1¥';町セトさんにnしIJ:¥Lています白
nし出し則1:11は l附ヵ、 1;h'41日lです。ょ
JT，P世間J，は午後12時30分かり 41!.'f30分
までにおこしください。なお、皆さん

の ;i'，'~み料 った占府内ニ存附を蹴姐u ~、 た

Lまーすのでご迅1I1今くださし、。

・間火の心がけと不断の準価を

j{j:年12H， 1円は少ない11の 21;" 

近くもの火災カヲE生していますが、発
生臨困のほとんどは、火の取tlh、町不

打立によるも的で~.

JtLさに 「ついつ っかり J とカ「だ

おしらせ

-今金で垣醐職喋訓揮を実施

町では1"1韮相主訓融位向協力を何て

1りJlf-1 月土~11Jから 311"下旬まて""'，j"，';]3ヶ
}-J]llJ r 'l;oj則開業訓練J を実施します。

こ円訓抑世には失主給千1金を支桁しま
すので特例受桁古枯者 150臼 時金

町人)にあ っては特例 時金的支給を

走ける前にf必町申 L;'ムをして〈むき
L、e

訓糾IHI は ill~長引枠科で-j};!t人.l.-i20
人です。 2:，;，W'5:.付は12J]20日まで役場

柑工組此，;1!.へ。

・今金小学粧の新入学準価脱明会

今金小ザ校では lり Ji!~ 4 J-Jに入学され

る児宜のために入 f郁聞に岳明な '1<桝
をくわしく Sstlり1，、たしますので、人 r
児'lli:的 L、る父兄又は保護者向 }jは12月

20日 (火)午怯 21昨 今金小学院にご

参出ください。

.帽祉年金の主払月が宜わります

行"社年金は、今までわ上年 1JJ， 5月
及び 911町 if支払期Hの 6日以師に、
作支払則J]iiIj的 4か月分が支払われて

いましたが、多〈町三E持者円安Cf..iによ
り 今年か句11jlj→ 4) 1、 8)1、12月内

作文打、JtilHV')J1臼以日千に支，1、わ;1るこ

とにな りました a

救
助
訓
練
や
外
国
交
信
も
成
功

文
化
祭
参
加
の
今
金
ハ
ム
ク
ラ
ブ

⑮
 
⑧
 

⑧

ア
マ
チ
ュ
ア
設
の
技
術
向

め

)
上
や
交
流
に
励
ん
で
い
る
ハ
ム

、
制
ノ

仲

間
が
、
組
制
の
市
安
な
目
的

必
は
¥

に
主
っ
て
い
る
枚
肋
市
助
に
什

分
た
ち
も
参
加
し
よ
う
!
と
、
今

金
ハ
ム
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
た
の
が

六
年
前
。
坑
品
、
同
校
生
か
句
一
む
会

人
ま
で
の
会
只
が
五
十
人
ほ
ど
に
主

り
、
町
民
笠
山
や
山
菜
掠
り
で
行
方

不
明
の
叫
京
に
活
松
、
今
年
、
町
か

ら
災
l

ド
口
救
助
隊
に
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。

こ
つ
し
た
日
ご
ろ
の
活
動
ぶ
り
を
町

民
に
知

っ
て
も
匂
お
う
と
、
十
一
月

六
日
の
文
化
祭
に
無
線
的
公
開
実
験

を
聞
き
、
瀬
川
開
力
而
に
六
ム
刊
の
無
線

ヵ
ー
を
走
ら
せ
て
政
助
訓
練
を
披
γ
時、

ま
た
、
沖
縄
や
ブ
ラ
ジ
ル
、
持
問
、

タ
イ
な
と
と
の
い
一
史
口
に
も
成
功
。
山

下
正
己
会
長
や
参
加
し
た
会
只
は
、

「応
答
し
て
く
れ
た
川
川
町
内
び
は
な

ん
と
も
い
え
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
仲
間
と
交
じ
し
、
友
貯
の
輸
を

広
げ
た
い
」
と
桜
り
切

っ
て
い
る
。

ま
だ
三
年
生
だ
か
ら
し
と
か
と
い
う
与

え
方
で
.
学
年
別
の
学
門
事
典
内
一
間

ぐ
ら
い
を
与
え
て
お
い
て
、

「勉
強
し

な
さ
い
L

と
か
け
戸
を
か
け
る
税
で
は

凶
り
ま
す
。
国
引
川
市
什
典
や
理
科
事
典
は

小
JY校
の
=
一
年
生
に
な
っ
た
ら
民
っ
て

V

「調
べ
る
お
も
し
ろ
さ
」
を
、
身
に

や
り
た
い
も
の
で
す
。
そ
れ
に
、
白
科

つ
け
さ
せ
る
コ
ト

口
う
る
さ
く
寸
川
也
事
典
も
ぜ
ひ
ほ
し
い
も
の
で
す
。
行
科

強
し
な
さ
い

ョ
口
と
い
っ
て
も
、
勉
強
拝
典
の
あ
る
'
苧
抵
は
、
税
を
合
的
て

寸

と
は
な
に
か
が
子
ど
も
に
は
理
解
で
き
調
べ
る
お
も
し
ろ
さ
し
を

体
験
で
き

ま
せ
ん
。

一、

二
年
生
の
子
ど
も
に
は
、
る
か
ら
で
す
。
一

、
二
年
生
町
干
ど
も

図
鑑
や
参
巧
お
や
、
お
話
の
本
や
、
捕
さ
ん
で
も
、
前
に
紹
介
し
ま
し
た
百
科

誌
が
悦
っ
て
い
て
、
聞
い
て
見
る
楽
し
事
典
な
ら
、
「
コ
レ
ナ
ン
テ
イ
ウ
、

さ
、
訓
べ
る
楽
し
き
か
」
経
験
さ
せ
る
必
|
リ
ナ
ノ
?

L

と
親
に
聞
く
必
嬰
も
少

要
が
あ
り
ま
す
。
昨
引
を
引
い
た
り
、
く
な
り
ま
す
。
色

7

7
で
、
美
し
い

内
科
事
典

(特
に
、
原
色
学
問
図
解
百
カ
ラ
の
資
料
勾
点
や
絵
と
文
'
J
が、

科
ド
典
、
原
色
現
代
新
百
科
事
典
)
や
ひ
と
目
で
わ
か
る
よ
う
に
く
し
山
う
さ
れ

参
与
告
で
訓
べ
た
り
、
実
際
に
昆
虫
や
て
い
る
か
ら
で
す
。
制
会
科
的
す
押
に

刷
物
を
尻
集
し
て
椋
本
を
作
っ
た
り
、
は
村
会
科
事
典
を
備
え
て
や
り
ま
し
ょ

こ
れ
ら
の
万
法
で

「調
べ
る
お
も
し
ろ
う
ロ
「
ど
も
へ
の
怖
か
な
投
資
で
す
し
、

さ
」
を
、
小
リ
f
校
内
一ニ

・
四
年
生
の
こ
こ
内
部
境
づ
く
り
が
‘

f
ど
も
を

「勉

ろ
か
ら
J

吋
に
つ
け
さ
せ
る
コ
ト
で
す
。

強
ず
き
」
に
さ
せ
る
確
か
な
手
が
か
り

V
調
べ
る
環
境
づ
〈
り
は
親
の
役
割

だ
か
ら
で
す
。

「ま
だ

一
年
生
だ
か
ら
」
と
か

「

(

神
丘
小
F
校

長

問

虫

丸

京

)

う

ノ
、、

よ

ヱ

つ

~

し

札

が

b

臨
臨
F
l
ik
-
-ー
ι

ぃ
~

立
に

め

正

百

調

関

"

'

な

q
i
f再
け

{

き

ま

A

R

今
ゴ

ノ

や

‘
、

r

u

内
面
苅

M
匝
臨
む
h
h
t
'
th
d
以

一-
L

一

を

日

凶

-一
圃
明

N
d
-
HH
児

一

応令

捨

.、

一一
闘
イ
-
丘
4
干
す
各
百
で

~

f

制

。
掴
駅
下
-
本
SW内
一

白

a

b凋
事
終
i

，吋戸

ιク

の

d
p

血
串
献
酬
岬

a
q
i
j
M
一
』
4
『
乍

ま
【

を

州

s
a
a咽
喝
i
i引
↓一J
-5
6
T

A
HJ4

寸

ぃ

.. 

、，a
A

V

は

一

剖
ね

唖

た

一

第3コース

確
か
め
さ
せ
る
コ
ト

が
た
い
せ

つ
で
す

(7) 



今
冬
は
と
く
に
ρ

要
注
意
。
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